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1. はじめに

　新型コロナウイルス感染症拡大により 2020

年度第 1回日本語能力試験（以下，JLPT）が
中止された。本学では，その代替試験として， 
2020年 10月末，キャリアセンターを中心とす
る 形 で J.TEST 実 用 日 本 語 検 定（ 以 下，
J.TEST）準会場試験を実施した。本稿では，
その実施に関わった当事者である日本語教育担
当教員の視点から実施報告を行う。（1）以下では，
まず本学における日本語教育について簡単に述
べた後，J.TEST準会場試験実施決定から終了
までのプロセスを報告し，その特徴を「ノット
ワーキング」概念を援用し読み解くことを試み
る。最後に本試験実施をふまえ，本学日本語教
育のあり方について述べる。
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2. 本学における日本語教育

　本学では，2010年頃より本格的な留学生受
け入れが始まり，2020年度現在，学部・留学
生別科（以下，別科）留学生を合わせ約 400名
の留学生が在籍している。留学生を対象とする
日本語教育は，学部・別科それぞれ独立した形
で行われてきた。まず学部留学生に対しては，
学部日本語教育を主管する組織はなく，日本語
教育を専門とする教員 3名が在籍留学生数の多
い 2学科に分散配置されている。毎年この 3名
の協議のもとに，学部留学生を対象に開設され
ている共通教育外国語科目としての日本語科目
群のクラス編成・内容の決定，運営を行ってい
る。一方，別科では，別科長，教務主任を含め
5人の専任教員と１人の非常勤講師が日本語レ
ベル別 5クラスで，進学を目的とする 2年間の
日本語教育に当たっている。学部日本語教育と
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別科日本語教育の協働は今回が初めてであっ
た。（2）

　
3. J.TEST 準会場試験

3.1 実施のプロセス
　以下では実施のプロセスを（1）J.TEST準
会場試験実施の決定，（2）広報・申込受付，
（3）実施準備，（4）試験当日と事後手続きの 4

期に分けて記述する。
（1）J.TEST準会場試験実施の決定（5月末～
6月）
　留学生にとって日本語能力の育成は，留学生
が日本の学校で学ぶということの基盤であり，
その重要性は言うまでもない。在学中に培った
日本語能力はまた，卒業後の留学生の人生にお
いても重要な資源となる。しかし，特に大学学
部生にとっての就職，別科生にとっての進学に
おいては，単に日本語能力の有無だけでなく，
それを証明する資格を所持していることが肝要
となる。多くの国内企業は留学生採用基準とし
て JLPTの N1以上を求めている。別科生につ
いても進学先の受験条件として JLPT合格が
求められる。
　2020年度開始前から始まった新型コロナウ
イルス感染症拡大は，本学教育に多大な影響を
与えた。留学生日本語教育においても，新入留
学生の入国が制限され遠隔授業化を余儀なくさ
れた。前述の 2020年度第 1回 JLPTの中止は，
就職活動期を迎える学部 3・4年留学生にとっ
ては就職活動に必要な資格取得の機会を失うこ
とを意味した。また，本学では，卒業までに内
定が決まらなかった留学生が卒業後も引き続き
日本での求職活動を行うことができる「特定活
動ビザ」推薦の基準を N2以上の証明書を持つ
者と定めている。学部留学生の中には 4年生に
なっても日本語能力証明を持たない者も多く，
証明書取得機会が失われることは，推薦書発行
側にとっても支障をきたす恐れがあった。
　5月下旬，JLPT第 1回試験中止決定後，学
部日本語教育を担当する家根橋は，同じ学科の
同僚でもある就職部委員長に就職活動及び特定
活動ビザ推薦のための代替試験学内実施の可能

性を私的に相談した。家根橋が日本語試験情報
を収集し，入国管理局や各種学校等での申請書
類としても広く認可されていること，かつ凖会
場試験であっても正式の認定証が発行されるこ
とから，日本語検定協会 J.TESTを選定した。
就職部委員長から学長に実施の必要性を説明，
実施の裁可を得，就職活動及び特定活動ビザ推
薦のための学部 3・4年留学生に対する救済措
置として J.TEST準会場試験実施が決定した。
就職部委員長は，上記の実施目的からキャリア
センター主催で実施したい意向をキャリアセン
ター室長・職員に説明し合意を得た。就職部委
員長の調整で家根橋がキャリアセンター室長・
職員に説明する場が設けられ， 就職部長・家根
橋よりキャリアセンター職員に対し J.TEST

準会場試験について説明・理解を求めた。さら
に，J.TEST準会場試験校として認定されるた
めには，受験者数を 40名以上とする規定があ
った。最低受験者数を確保するため，就職部委
員長と相談の上で家根橋から別科教務主任の金
丸に別科留学生の受験参加を打診した。別科に
おいても進学を控えた学生には基準となる日本
語能力証明が必要であり，学部・別科合同開催
とすることで合意した。
　100人弱の小規模試験であっても，公式試験
実施のためには準備・運営・管理等を行うなん
らかの組織（人・予算・場所）が必要である。
本来の業務に加え，コロナ禍により発生した多
くの問題対応をも抱えるキャリアセンター，実
体組織を持たない日本語教員だけでは負担が重
く，学部留学生日本語教育担当として家根橋か
ら他の日本語教員，就職部委員長から国際交流
センター長にも協力依頼を行った。なお，当初
は 9月試験実施を検討していたが，9月試験で
は広報・申込・試験日が学部の夏休みと重なる
ため，就職部委員長，別科教務主任金丸，学部
日本語教育担当家根橋で協議し，11月試験に
切り替えた。（3）J.TEST事務局への準会場試験
申込締め切りが 10月初旬，試験日は 10月 31

日という日程であった。これを見据え，本格的
な準備開始は７月下旬からとした。
（2）広報・申込受付（7月末～ 9月末）
　7月末になり，就職部委員長からキャリアセ
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ンターに広報及び申込受付業務を依頼した。早
速キャリアセンター職員が申込書案を作成し，
併せて実施作業についての検討・確認のため打
ち合わせを開いてほしいとの要望が出された。
7月 31日，就職部委員長による調整のもと，
就職部委員長，キャリアセンター室長・職員，
日本語教員（別科教務主任・金丸，学部日本語
教育担当・家根橋）でキャリアセンターにて初
回会議が開催された。この会議では J.TEST

準会場試験実施までの大まかな流れと必要事項
の確認，広報・申込受付日程と担当，先の申込
書案の検討を行った。申込締切は，9月 24日
の後期ガイダンス時に受験を促す連絡ができる
よう，ガイダンス後の 9月 25日に設定された。
主な担当として，申込受付をキャリアセンター
職員，J.TEST事務局との連絡を家根橋，別科
との調整を金丸，教室や感染症対策備品等の確
保はキャリアセンター室長が行っていくことが
確認された。その後，申込書案を全体で検討し
た（3.2参照）。会議後，申込書・ポスター作
成，学内掲示，ポータルサイトへの試験実施告
知及び申込案内掲載等，広報・申込受付が開始
された。　
（3）実施準備（9月末～ 10月末試験日前）
　9月 25日の申込締切時点で，別科生 57名，
学部留学生 31名，計 88名が申込を行った。キ
ャリアセンター職員が受験者リストを作成し，
申込金とともに家根橋が受け取り，J.TEST事
務局への申込を完了した。同日，J.TEST事務
局より準会場試験実施要項・申込書類が送付さ
れ，具体的な作業工程を確認するための会議開
催を家根橋から就職部委員長に依頼した。就職
部委員長より，日程の都合が合わないため自身
を外してのミーティングで問題ないとの意向が
示され，就職部委員長不在で，キャリアセンタ
ー室長・職員，別科教務主任金丸，学部日本語
教育担当家根橋，国際交流センター長というメ
ンバーで第 2回会議（準備作業会議）を 10月
1日キャリアセンターにて行った。会議では，
家根橋が作成した作業工程表をたたき台にする
形で，試験当日までの諸準備とその担当，当日
の監督者の手配等を決定した。会議後，会議参
加者全員で会場教室に移動し，音響，適正に試

験が行われる座席設定などを 1時間かけてチェ
ックした。
　必要人員の手配については，コロナ禍対応で
事務組織・教員組織共に余裕のない中，どのよ
うな優先順位で依頼していくかが話し合われ
た。特に試験当日の監督については，別科全教
員の協力を仰ぐとともに，学部では受験生の所
属する学科の就職部委員，国際交流センター委
員に順次当たっていくことにした。会議後，キ
ャリアセンター室長から順次依頼を行ったが，
必要な人数を確保できなかった。国際交流学科
教員でもある就職部委員長が最も受験者数の多
い国際交流学科長に依頼し，承諾を得た。結果
として，当初メンバーであるキャリアセンター
室長・職員，就職部委員長，国際交流センター
長，別科教務主任金丸，学部日本語教員家根橋
に加え，前日準備及び当日監督業務担当では別
科長・非常勤講師を含む別科教員，国際交流学
科長，国際交流学科就職部委員，家根橋以外の
学部日本語教員を加えたメンバーで試験実施に
当たることになった。
　試験日約 1週間前の 10月 22日，J.TEST事
務局から試験問題，監督マニュアル等の試験資
材一式が届いた。キャリアセンターにてキャリ
アセンター室長・職員，金丸，家根橋で学部・
別科用の仕分け作業を行い，試験問題を大学金
庫に保管した。また，試験監督マニュアルの内
容を確認し，新たに必要が生じた業務について
その担当を決めた。試験監督マニュアルは別科
分・学部分をそれぞれ金丸・家根橋がコピー
し，監督を依頼した教員に手渡し，事前の確認
を依頼した。
（4）試験前・当日と事後手続き（試験終了～
11月中旬）
　試験前日，キャリアセンターにて当日の段取
り確認ミーティングを行い，その後，会場設営
を行った。当日は就職部委員長とキャリアセン
ター室長及び国際交流センター長が他業務で不
在であった。午前に家根橋を中心に最終打ち合
わせを実施した。午後，キャリアセンター職員
は立会人対応及びキャリアセンターにおいて待
機，試験監督担当者は会場に移動し，試験を実
施した。試験は大きな問題なく無事終了した。
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その後，11月中旬に J.TEST事務局から発送
された認定証の配布をもって J.TEST準会場
試験実施に関わる全ての作業が終了した。

3.2 ノットワーキングとしての J.TEST 準会場
試験実践
　ユーリア・エンゲストロームらが提唱する
「ノットワーキング」は，実践の現場において
「問題解決へ連合する人びとが時々に変わりな
がら結合していく」（山住・エンゲストローム , 

2008, p.66），すなわち実践の中で「ノット」
（結び目）を結び，時に解いていくような組織
化のあり様を捉えた概念である。社会における
従来の実践が，既成の組織体制のもとで，部署
ごとにあらかじめ定められた分担業務を忠実に
遂行することで実践全体が成立するのに対し，
ノットワーキング的実践は，「人々がいかに相
互の交渉を通じて「下から」＝「内側から」仕
事や実践の新たな組織化を生み出していくの
か」（同上 , p.72）が焦点となる。
　理論的概念は，「普段，何気なくスルーして
しまう空気のように自明な事柄にあえて目を向
けさせ，そもそもそれは何なのか，どう捉える
べきか自覚し考えるための」「重要な道具であ
る」（香川・青山， 2015:12）。今回の J.TEST

準会場試験は，コロナ禍によって発生した問題
への緊急対応として，通常は連携業務を行って
いない部署・人が即興的につながることで実現
されていった。外部から見れば明確な主管組織
のない中での急な企画でありながら，なぜスム
ーズな実施が可能になったのだろうか。以下で
はノットワーキング概念を通して考えてみた
い。
　この企画の発端は，コロナ禍による JLPT

中止を受けて，学部日本語教育担当の家根橋が
同じ学科の同僚でもある就職部委員長に JLPT

代替試験の学内実施を相談したことから始ま
る。2名での話し合い後すぐ，就職部委員長は
学長へ実施許可を打診するとともに，キャリア
センターに主催を持ち掛けた。一方，家根橋
は，他の学部日本語教育担当教員へ実施の際の
協力の可否を相談するとともに，同じく日本語
教育を行う学内組織である別科の教務主任・金

丸に合同開催の可能性を打診した。
　実施において中心的組織となったのは，キャ
リアセンターであった。キャリアセンターは，
事務・学生対応についての能力・経験を有する
職員からなる安定した組織体制を持つ。また，
実際に使用できる部屋と予算を持つ。さらに，
学内事務組織であるキャリアセンターは，就職
部委員長を介して教員組織である就職部委員会
と結びつきを持つとともに，キャリアセンター
業務を通して全学科留学生に対応してきた経験
を持っている。他方，学部留学生を主管する教
員組織としては国際交流センターがある。国際
交流センターは留学生管理に関わるノウハウを
持つ一方，確固とした組織体制・予算・場を持
たない。また，その事務側の組織である国際交
流室は留学生に関する資料を保管しており，留
学生対応に熟練しているものの，当時はコロナ
禍による留学生出入国関連業務で忙殺されてお
り，新たな試験業務まで手が回らない状況であ
った。日本語教育関係の組織については，学部
には日本語教育を主管する組織はないが，日本
語教育を専門とする教員 3名が学部日本語科目
群の運営・留学生対応に協働して当たってき
た。一方，同じく留学生日本語教育を行う別科
は，別科長を中心とした専任 5名と非常勤 1名
から成る日本語教育組織である。金丸を含む一
部の別科教員は学部の留学生教育にも携わって
おり，学部教員とも交流があった。
　今回の J.TEST準会場試験実施では，この
ような通常の業務では弱いつながりにある，し
かし多様な技能・知識・経験を持つ組織あるい
は個々人が，試験実施という一つの実践のもと
に結びつき，それぞれの持つ特性と潜在的な文
脈・人脈を生かして，必要に応じてノット（結
び目）を時に結び，時には緩め・解きながら，
まさに「ノットワーキング」として実践がなさ
れていった。この実践においていかに組織・
人，さらにモノと場がつながり，実践が進めら
れていったかを以下，二つの会議場面を検討す
ることで提示することを試みる。

①第１回会議：広報・申込受付作業におけるノ
ットワーキング
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　広報・申込受付業務を主な議題とする第 1回
会議は，キャリアセンター職員の申し出を受け
た就職部委員長のイニシアチブにより開催され
た。会議ではキャリアセンター職員が用意した
申込書案が提示された。この申込書案を囲ん
で，通常のキャリアセンター業務の中での文書
作成経験と技能を持つキャリアセンター職員，
日本語教育・日本語試験に関する知識と留学生
に向けたやさしい日本語による文章作成の技能
を持つ日本語教員，学内情報に詳しいセンター
室長，大学全体を俯瞰する立場にある就職部委
員長が，それぞれの視点から見える申込書案の
疑問点・問題点を指摘し，修正の提案が次々に
出されていった。会議後もメールによる修正版
のチェックがメンバー間で継続され，最終版が
確定した。最終版は，キャリアセンター職員の
配慮で，学部・別科両方で利用可能なバージョ
ンとなった。広報の道具であるチラシ，ポスタ
ーについても，構成とデザインはキャリアセン
ター職員，文言は日本語教員家根橋が今一人の
学部日本語教員と相談して練り上げ，両者を合
わせる形で作成された。
　これらの文書と情報をどのように留学生に届
けるかについては，会議の中で，ポスター作成
・学内掲示（キャリアセンター室長から学生支
援室へ依頼），ポータルサイト掲載（キャリア
センター室長から教務室へ依頼），就職部委員
長から各学科就職部委員，さらに国際交流セン
ター長を介して各学科国際交流委員へ周知，キ
ャリアセンターが就職情報周知に利用するため
作成している学部 3・4年生MLの利用，さら
にコロナ禍により折よく急遽開催されることに
なった全学留学生集会での受験周知と申込促進
など，様々なチャンネルがメンバーから提案さ
れ，会議後，提案者により即時に実行に移され
た。
　このように，第 1回会議の場では，「境界的
なオブジェクト」（4）としての「申込書・チラ
シ」を媒介に，各人が持つ知識・技能・関係・
モノを出し合い，メンバーが持たないものは外
部につなぐ形で，「内側から」の組織化により
広報・申込受付作業という実践が遂行されてい
った。

②第 2回会議：準備作業におけるノットワーキ
ング
　第 2回会議では，第 1回会議と異なり，ここ
までけん引してきた就職部委員長が不在の場
で，学部日本語教員家根橋を中心に，キャリア
センター職員，別科教務主任金丸，国際交流セ
ンター長の討議の中で試験終了までの準備作業
のチェックが行われた。
　会議においては，家根橋が J.TEST事務局
から送られた実施要項をもとに作成した作業工
程表を全員でチェックしていく形で試験当日ま
での作業とその担当を決めていった。初めて準
会場試験を担当する家根橋が作成した工程表
は，決して完成品ではない。第 1回会議におけ
る「申込書案」のように，「境界的なオブジェ
クト」として，キャリアセンター職員はそれを
事務の視点から，別科教務主任金丸は別科及び
日本語教師の視点から，家根橋は学部教員及び
日本語教師の視点から，国際交流センター長は
留学生管理部門の長としての視点から，それぞ
れ工程表の不備，問題点を指摘していくととも
に，その解決案も提案していった。担当を決め
る際には各自が得意とする業務について自発的
に担当し，メンバー内では担当できない業務や
不足するもの，人員については，各人が持つ人
的つながりや情報から候補者や依頼先をあげ，
依頼し，承諾を得ていく形で工程表が整備され
ていった。例えば，1週間前に送られてくる試
験問題は厳重な保管が J.TEST事務局から求
められた。これに対し，通常の業務を通じて学
内設備に詳しいキャリアセンター室長・職員が
大学金庫の利用を提案し，即座に使用許可を取
りに動いた。一方，J.TEST事務局からの受験
生の在留カードおよび学生証の有効確認要請に
対しては，学部教員である家根橋から，受験生
の所属学科の日本語教員に依頼することを提案
し，その場で連絡し承諾を得た。別科の受験生
に関しては，教務主任金丸から別科教員へ連絡
し，各教員が迅速に学生への確認作業を行っ
た。人員の不足については，結果として受験生
の多くを別科生が占めることを理由に教務主任
金丸から別科長に働きかけ，別科全体で二つあ
るうちの一つの試験教室の前日準備・当日監督
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を積極的に分担・運営してもらえたことが，キ
ャリアセンター，学部の負担の軽減につながっ
た。
　また，この会議以降，作業における意思決定
の中心がキャリアセンター職員，金丸，家根橋
に移り，それまで試験実施企画の中心であった
就職部委員長，キャリアセンター室長は主に相
談役，外部との折衝役になっていった。（図 1

参照）

　今回の試験実施では，それまで協働した経験
のない，お互いにあまり知らない，あるいはま
ったく知らない者同士である異なる部署のメン
バーが，「就職・進学救済措置としての J.

TEST準会場試験実施」において結びつき，次
第に一つの協働的組織を形成し，実践を遂行し
ていった。そして，準備の進行の中で，その都
度の必要に応じて各自のもつ能力・知識・経験
・立場・人的資源を即興的に持ち出し，結び合
わせていくことによって対応していった。
　全学留学生に関わる企画であることを考えれ
ば，既存の全学組織体制の中で業務分担してい
く，あるいはそのための組織を立ち上げてから
実施することも考えられる。しかし，コロナ禍
により全学全部署に通常外業務が殺到する状況
にあって，通常の業務分担にこだわっていては

今回の緊急対応の新規企画：J.TEST準会場試
験実施は困難であっただろう。それを可能にし
た要因の一つが，参加意思を持つメンバーが協
働によって形成していった，ノットワーキング
のもつ緩やかで即興的な「内部からの組織化」
だったのではないだろうか。
　
4.　本学留学生教育・日本語教育のあり方

　最後に，JLPTや今回実施した J.TESTに代
表される日本語テストと本来の意味の「日本語
教育」の関係を明確にしておきたい。JLPT等
のテストは日本語「教育」の目的ではない。テ
ストはあくまで，教育・学習によって培われた
日本語能力を，本人にとっては①測定するツー
ルであり，日本語教師にとっては②評価するツ
ールである。また外部に対しては，本人にとっ
ての日本語能力の③証明ツール，外部にとって
の④判断ツールである。今回，準会場試験を実
施したのは，③④取得の機会が失われることを
補償するものとしてであった。留学生教育とし
ての日本語教育は，あくまで「言語教育」を目
的としたものであるべきである。決してツール
のための教育となってはならない。言語教育の
理念を実践と結びつけるカリキュラムを本学留
学生日本語教育において構築していくことが，
日本語教師である筆者らの本来の「業務」であ
る。今回の準会場試験実施での貴重な経験と結
ばれた「結び目」を，今後のその本務に生かし
ていきたい。
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図 1　第 2 回会議時のノットワーキング
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注
（1）本稿は，今回の試験実施の関係者の内，日

本語教師の立場から試験実施について報告
を行ったものである。同じ実践であっても
立場によって見方が異なる部分もあると思
われる。

（2）執筆者の家根橋は学部日本語教育を，金丸
は別科日本語教育（教務主任）を担当して
いる。

（3）J.TESTは，1月，3月，5月，7月，9月，
11月の年 6回実施される。それぞれ本試
験の前週に準会場試験日が設定されてい
る。2020年度の 11月試験準会場試験は 10

月 31日であった。
（4）「境界的なオブジェクト」とは，エンゲス

トロームらがノットワーキング概念ととも
に提出した概念である。異なる部署・組織

のメンバーが協働しようとするとき，その
媒介となって協働を可能にする「もの」を
指す。同じものに対しても，異なる背景を
持つメンバーは異なる見方をする。しか
し，同じものについて話をするということ
自体が協働を助ける機能を持つことが，活
動分析から明らかにされている。（香川・
青山， 2015:23）
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